
                                      １９１号 

「想像」し「創造」へ                    
 

                                                

校長  田村 貴代美  

青峰学園に着任して２年目となります。今年度も、どうぞよろしくお願いいた

します。 

さて、アカデミー賞脚本賞の受賞作品『教皇選挙』という映画には、“多様

性”や“寛容”など現代のキーワードとなる言葉が随所に出てきて、“先に進ま

ないといけない”というやり取りがあり、伝統的な教会が舞台で描かれている

ためとても新鮮でした。日本の伝統工芸の後継者の方々の記事やインタビューでも、同じようなことを仰って

いたのを思い出しました。伝統を引き継ぎつつ時代に合わせて変わらないといけない、単に継続していくこと

は、横ばいではなく衰退だとも聞いたことがあります。 

 青峰学園は今年で開校１８年目になります。昨年度のことになりますが、現役生から簿記３級合格者が出ま

した。青峰学園１７年間の歴史で初です。これまでは卒業生が就労先の企業で必要となり、３級を取得するこ

とはありました。２級を目指して勉強を続けている卒業生もいます。しかし今後は、必要

だからではなく、積極的に進路先を選択する一つとして、在学中に簿記を取得し企業

にアプローチをかけていくということも、実現していく可能性がぐんと高まりました。こ

の春に卒業した卒業生が切り開いてくれた、新たな道です。 

今年度は、児童・生徒、教職員に「そうぞう」を期待します。まだ誰もやったことのないこと、まだ見ぬ自分・

物・景色・世界、こうしたことをまずは「想像＝イメージ」すること。具体的にイメージしたことは、いつか必ず実

現します。イメージしたことを現実に「創造＝クリエイト」すること。この「想像」と「創造」に、ぜひ取り組んでほ

しいです。本校のキーワードにしている「青峰スタイル」には、互いを大切にするとともに、進化を恐れないこと

も含まれます。これまでやってきたことをそのまま継続するだけなく、その先の未来を想像しながら、一工夫を

加え違うものへと進化させる、又は、全く新しいものへと変革していく。それは、児童・生徒、教職員一人一人

の夢の実現とも重なっています。青峰学園は共生社会を実現するパイオニアとして、今年度も、子供も大人も

一丸となって“その先へ”と進んでいきます。 

保護者の皆様、地域や関係機関の皆様、青峰学園の応

援団として、今年度も変わらず共に歩んでいただきますよう、

どうぞよろしくお願いいたします。 

また、今年度は、校長だけでなく副校長からも「青峰スタ

イル」を発信してもらおうと、輪番で学園だよりを担当いたし

ます。次号は副校長が執筆いたしますので、乞うご期待！                                      

 
令和８年４月６日（月） 
東京都立青峰学園校長 

田村 貴代美 
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学園だより 
 

【エコロジーサービスコースの花々】 

今春もきれいに咲いています 
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４月 主な行事予定 
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